
 

 

 

 

 

 

  

 

   

  

   

書名 著者 出版社 

The Goldfish Got Away Gomi Taro 福音館書店 

Sandwich! Sandwich! Konishi Eiko 福音館書店 

Monkey Monkey Where 

Are You? モンキー モン

キー どこにいる? 

すなやまえみこ ポトス出版 

おふろだ～いすき! レスリー・パトリセリ 

パイインター

ナショナル 

おにの パンツ 長谷川義史 フレーベル館 

れいぞうこのそこのそこ 

りんごのまほう 
うえだしげこ 教育画劇 

れいとうこのそこのおく うえだしげこ 教育画劇 

ようかいむらのゆけゆけ

ゆきがっせん 
たかいよしかず 国土社 

ようかいむらのにこにこ

まめまき 
たかいよしかず 国土社 

Dear Zoo Rod Campbell Little Simon 

Where's Spot? Eric Hill Warne 

プロジェクト・モリアーティ

ー(1) 絶対に成績が上がる塾 
斜線堂有紀 朝日新聞出版 

書名 著者 出版社 

よむよむかたる  朝倉かすみ 文藝春秋 

虚の伽藍 月村了衛 新潮社 

楽園の楽園 伊坂幸太郎 中央公論新社 

ヒポクラテスの困惑 中山七里 祥伝社 

架空犯 東野圭吾 幻冬舎 

地雷グリコ 青崎有吾 KADOKAWA 

人生の壁 養老孟子 新潮新書 

NHK 趣味の園芸 はじめての

バラ: 気軽に 楽しく 満開に! 
松尾祐樹 NHK 出版 

絶景サウナ旅 ― 大切な人と

行きたい! 極上の異世界 
川邊実穂 三笠書房 

なくなりそうな世界のことば 吉岡乾 創元社 

スープのレシピ大図鑑 370 藤沢せりか マイナビ出版 

歴史や物語から楽しむ あた

らしい植物療法の教科書 
中村姿乃 翔泳社 

人生は DIY - 自分らしく暮

らすためのインテリアのコツ

と DIY レシピ 38 

なつこ ワニブックス 

秘色の契約り 阿波宝暦明和

の変 顛末譚 
木下昌輝 徳間書店 

藍を継ぐ海 伊与原新 新潮社 

ゲーテはすべてを言った 鈴木結生 朝日新聞出版 

飽きくなき地景 荻堂顕 KADOKAWA 

DTOPIA 安堂ホセ 河出書房新社 

すべての、白いものたちの ハン・ガン 河出書房新社 

役者人生、泣き笑い 西田敏行 河出書房新社 

 

北塩原村公民館 令和７年２月 第４６号 

新しい本が入りました！ 
話題の図書や実用書が届きました。芥川賞・直木賞受賞作と候補作も入荷しています。また、英語で書かれ

た絵本や仕掛け絵本も購入しました。ぜひご利用ください☆ 

〈一般書〉 〈児童書・絵本〉 

●芥川賞受賞作 

『ゲーテはすべてを言った』 

鈴木結生 

『DTOPIA』安堂ホセ 

●直木賞受賞作 

『藍を継ぐ海』伊与原新 

ぜひご利用ください 



 今月のミニ展示 

今月のミニ展示のテーマは「古代の歴史」です。 

建国記念の日の由来は神武天皇が即位した日にちなむそうです。そこで今

月は、古代の歴史やくらし、神話などの本を集めてみました。ぜひご覧くだ

さい。 

『百年の孤独』 ガブリエル・ガルシア=マルケス／著、鼓直／訳 新潮社 

 

 

 

 

 

 

  

＜お問い合わせ＞ 北塩原村公民館 ℡ 23-5236 

生涯学習センター図書スペース 9：00～17：00(土・日・祝休館)  

児童書・えほん 

今月のおすすめ 

えほん 児童書 

『プロジェクト・モリアーティー(1)  

絶対に成績が上がる塾』 

斜線堂 有紀／著 朝日新聞出版 

 謎めいた転校生の杜屋と和登のバディが活

躍する本作。 

「中学生の話なんか誰もまともに聞かない。

だから簡単に騙せる。」そう言う杜屋は、今ま

での児童書のヒーローとは一味違います。理不

尽な大人を知力でやっつけるさまは、大人が読

んでも痛快です！ 

『The Goldfish Got Away』 

Gomi Taro／作 福音館書店 

  

 『きんぎょが にげた』の英語版えほんで

す。短くてかんたんな文なので、小学校 5・

6 年生は、ぜひ自分で読んでみてください。   

絵を見るだけでも内容がわかるので、英

語の音を楽しむきっかけにしてはいかがで

しょうか。 

昨年文庫化で話題になった！ 

 ラテンアメリカ文学の最高峰、20 世紀文学屈指の傑作と言われる本作。著者は 1982 年にノーベル

文学賞を受賞しています。長らく文庫化されなかった名作ですが、昨年著者の没後 10 年の節目にあた

り文庫版が刊行されました。 

 物語は、架空の村「マコンド」を開拓しながら生きるブエンディア家という一族を描いています。ブエ

ンディア家は何代にもわたり同じ名前を受け継ぎ、それぞれの夢や欲を追い求めます。錬金術にのめり

こむ者、革命軍の大佐となって戦いに明け暮れる者、恋と嫉妬のために身を亡ぼす者…。 

 決してさわやかな感動を呼ぶ物語ではありませんが、人類の孤独の深淵を見るかのよう 

な恐ろしさを湛えています。また、7 代にもわたる一族の出来事を淡々と描いているのです 

が、最後まで読むと物語のパズルがぴたりとはまる様です。特に最後の数ページの迫力は 

すさまじいものがあります。 

 結局、この本のすごさは理解しきれなかった気がします…。どなたかご教授いただけれ 

ば幸いです…。 

 昨年からドラマシリーズとして配信されているので、映像で楽しむこともできそうです。 

ガブリエル・ガルシア=マルケス『百年の孤独』（新潮文庫刊） 


